
改めて江戸しぐさを 
        校長  堀  聡明 

「江戸しぐさ」は、多くの人間が暮らして

いた江戸の街だからこそ、皆が心地よく暮

らしていけるように、当時の人々が編み出

した生活術 です。そして、現代にも通じる

教えです。  

『傘かしげ』は、狭い道で互いに傘を差

しながらすれちがう時に、傘を外側に傾け

る動作です。傘もぶつからず、雨粒も相手

にかかりません。思いやり、譲り合いの心

ですね。同様に、『肩引き』という動作があ

ります。これも、狭い道で人が行き交うと

きに、肩がぶつからないように体を少し斜

めにしてすれちがいます。ま た、『七三歩

き』は、歩いている道の七は空けておき、

自分は三の幅で歩くことです。『とおせんぼ

しぐさ』は、言葉通りです。道いっぱいに

広がって歩いていて、後ろの人が前に進め

ない状態をいいます。これは迷惑なことで

すね。 他にも『無理押し』『韋駄天しぐさ』

など、他の人を不快な気持ちにさせたり、

危険な目に遭わせたりする行動も、いけな

い『しぐさ』として取り上げられています。  

さて、私が玄関で児童を迎えていると 歩

道を元気いっぱいに広がって歩いてくる小

集団を見かけます。上鷺宮小学校の子ども

たちです。道行く人とすれちがう時にどう

するかなと気になります。 多くの場合は、

大人の方々が避けてくれます。しかしほと

んどの方々が、振り向き眉をしかめていま

す。子どもたちは気付かないのですね。 

『六つしつけ』という言葉があります。

大人の責任として、６歳までには、まねで

もいいから大人のしぐさを覚えさせなさい

ということです。大人が見せなければなら

ないのです。社会全体の課題です。もちろ

ん、学校も含めてのことです。 

以上、梅雨の晴れ間の憂い事でした。 明

日は雨でしょうか。さて、子どもたちは、 ど

のような様子で登校して来るのでしょう。 
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７月の生活目標 身のまわりをきちんとしよう 


